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山辺里織と明治期勧業博覧会

一博覧会が山辺里織の発展に果たした役割一

赤羽光

Saberiori and national industrial exhibitions during the Meiji era 

-The role played by the national industrial exhibitions in the development of Saberiori -

Hikaru AKABA 

This study considers the role of national industrial exhibitions in the development of “Saberiori" 

(Saberi-textile) . 

Saberiori is a silk textile which had been produced from the final years of Kansei era (1789-

1800) to later of Showa era (1978) in Saberi village. Echigo Province (the present Saberi village. 

Mur叫tamicity. -Niigata Prefecture). The Oda house had been woven it for generations. and it 

became major industry of the region. 

In those days the evaluation on national industrial exhibitions had great influence on sales of 

production. Saberiori was highly praised as high-quality products in various exhibitions. Those 

national industrial exhibitions played a significant role in the development of Saberiori. 

National industrial exhibitions were the place to certify the quality of Saberiori and they 

promoted to improve the technique and to develop textile industry. 

キーワード:Saberiori (Saberi-textile) 山辺里織，

National industrial exhibitions 内国勧業博覧会.significant role 重要な機能

1.はじめに

山辺里織とは，かつての越後図・現新潟県村

上市山辺里村で.山辺里村の旧家.小田家によ

り代々織られてきた織物の総称である。江戸時

代寛政末年に.山辺里村庄屋四代小田伝衛門利

吉が.息子たちに仙台などで機織の技術を学ば

せ.手機の絹織物生産に着手したのがその始ま

りである。

文化・文政年間は仙台平の技術を模倣し.袴

地を織りあげていたが天保年間より山辺里織に

緯糸が2本入るという独自性が出現し(共立女

子短期大学生活科学科紀要第54号1)参照).以

後.その独自性を保持しながら発展。明治時代

に入ると販路も拡大し.売上・職工の数も増加。

袴地を主要製品として発展させた山辺里織であ

るが.明治30年代には洋服裏地(名称、は「サベ

リJ)の生産を開始。サベリは高級裏地として

洋装化の進展とともに発展し，工場の閉鎖(昭

和53年)まで長く製造された。

この.山辺里織の発展には博覧会が深く寄与

していた。しかしながら，明治期勧業博覧会に

おける山辺里織の研究はこれまでになされてき

ていなし、そのため，本稿では山辺里織2)の評

価の変遷を辿るとともに，同評価が山辺里織の

品質証明に果たした役割を論じる。
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1.明治期の博覧会

明治期の博覧会に関する先行研究は豊富で.

史学的視点から論じたものや.美術史や経済的

な観点から，建築に焦点を当てるものなどテー

マ研究も多岐に渡る。

しかしそれらは博覧会主催の政治的・経済

的背景や出品製品の全体を論じたものがほとん

どであり，製品を出品する側からの視点で論じ

たものは極めて少ない。そこで.本研究では山

辺里織が博覧会をどのようにとらえていたのか.

実態を明らかにすることを目的としているため，

山辺里織というー出品物の視点から論じていく。

江戸時代.幕末に開港を迫られた日本では.

外国との取引において生糸や茶を主要輸出品と

していた。貿易を行っていた初期の頃は輸出が

輸入より多かったのだが.間もなく輸入が上回

った。

開港を一つの転機として.日本は殖産興業に

力を入れることとなった。その目的を果たすべ

く.明治時代には万国博覧会や内国勧業博覧会

や共進会，陳列会などを日本各地で行い，積極

的に商品を競い合うようになった。

博覧会の種類には万国博覧会と内国勧業博覧

会がある。万国博覧会の起源は， 1797年にフラ

の原則によって利用厚生の道を十分に尽すもの

. (略)Jとされている。また，日本は， iま
だ器械類の発明されたものはないが，工芸では

精妙にすぐれたものが多い。ことに生糸，蚕卵

紙，茶.紙，陶器，i奈器等の製造についてはす

でに海外からも賞讃されている。これをさらに

精良なものに進めてゆけば.やがて東洋第一の

物産となり.世界各国ともこれを購入して日用

の必需品とするようになれば，国の栄誉をあげ

繁栄を招くのはいうまでもないことである。」

と，日本の国益を図ることが強調された内容と

なっているo

以上の布告を受け.各地の特産品を調べるべ

く，明治政府が明治4(1871)年から6(1873) 

年にかけて工業品や農産物を対象とした全国統

計が『府県物産志jである。全国統計3)を行っ

た目的は.先に述べたようにウィーン万国博覧

会への展示と将来建設される予定の博物館の展

示資料の収集であるo 当時.博物館には輸出に

向けての商品を展示・公開し参考にするもので

あったため，展示よりも輸出へ焦点が当てられ

ていた。出品の指示を受けた各地方からは一品

を二点ずつ集め.その一点をウィーン万国博覧

会へ出品すること.他の一点は今後日本で行う

ンスで行われた工業製品展示会である。後に史 博覧会へ出品するものであった。 r府県物産
上初めてとなる万国博覧会は1851年のロンドン 志jに記載されている染織品は，京都西陣織物

を筆頭に， 20世紀初めまでにロンドンで2回， をはじめとする各地の主要織物が並んでいる。

パリで6回，シカゴで2回.ウィーン.フイラ 宮城県は仙台平.栃木で生産されていた小倉織

デルフイ 7，セントルイス，ニューヨークで1 など.現代にまで通じる生産物である。新潟県

回ずつ開催された。 も織物産地として当時はよく知られていたため.

日本政府が公式に参加した初の万国博覧会は 古志郡栃尾の縞紬など.名産品が記されている。

明治6(1873)年のウィーン万国博覧会である。 他には五泉の練精好や.白絹などが記載。農産

明治4 (1871)年2月にオーストリアのヘンリ 物では茶.動物では鮭.他に漆器等.新潟の代

一・ガリッチが同博覧会への参加を日本に要請。 表的な産物として挙げられている。

それを受け，日本では各地域の工業品や農産物 角山 (1997，p50)の研究によると， r府県
の全国統計を行った。先行研究によると，明治 物産志jに記されている染織品は品名.大きさ

5 (1872)年正月に，太政官より発せられた布 や材料の明細，生産地や一品あたりの代価， 1 

告の中で，博覧会は， i其国の天産物.人造品
を出品し学術工芸の進歩.政治経済の要旨を

表現し，人類の交流により.互に利益を得ると

年あたりの製出量が記録されているという。

この統計の中で特筆すべき点は.山辺里織の

記載があることである(図 1)。山辺里織は明
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| 対立公文l'~Iì'ii厳

勧業 I~ì-覧会と は . 外国の新技術の紹介と圏内の

技術交流により国内産業の発展を図るというも

のであった。第一|叶内国勧業博覧会は明治10

(1877)年8)J. .~"o;(上野公闘で IJfl かれた。 こ

れを市到にIYI治36(1903)年までの聞に東京で

31"1. 点目11・大阪で各 l回ずつ1mかれた。それ

以前にも博覧会という名称は明治4年の京都|事

覧会をはじめ.各種物産会や名品陳列会等の名

称で既に存在していたが.内国勧業博覧会は過

去の|事覧会における見世物イメージとしてでは

なく.産業奨励を全面に打ち出した画期的なも

のであった。

戸、j凶勧業I~覧会がIYI治社会に浸透すると.各

V，t.や民1111から共進会や陳列会が生まれてきた。
内|垂1t~lJ.が1 ~I内物産を総じて奨励する会であるの

に対し共進会は11¥品種類を制限したものであ

った。悶 (2005. p86)によると.博覧会は大

きな脱艇と経質がかかること. /lJ品種類が多い

ため個々の産業の比'1史奨励が困難だという。対

-61一

n符 ~II~物産i企;J こどさ

治時代まで・務地製品を主要生産品としていたが.

~I~ ::.kから IljJ治初年にかけては販路の拡大が.m う

ようにいかず.売り上げも'(，ドび悩む状態であっ

た。IYJ治5 (1872)年ころには製品の状態も市

民も安定し.東京へ販路を拡張できたが. I Li.ill 

盟織の認知lはまだ低かった。

山辺単織がこのような統計に入ることができ

たのは.府県物産志の「物品の全体を把慰する

ため全岡市~I査を集成する こと J という大きな I~

的があったためだろう。先の目的に重点が世か

れているため.かなり細部に波って調査が行わ

れている。また.固 (2005.p33)の研究によ

ると この収集は「各地の優良工芸品に重点が

i泣かれている」という記述がある。この収集の

一つに山辺旦織が入っていた.ということは単

なる「全凶調子Eのためjという目的の他に今後

の貿易iにおいて輸出に見合う品質であった.と

いうことが考えられる。

次に.I人Jj]]勧業時覧会について述べる。内|副

図1
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して共進会は物産により開設の適期や適地の選

定が可能であること.出品種類の制限により出

品者.審査員，観覧人を専業者で所有でき.こ

のため専業者会議の開催が可能.小規模なので

地方自治体による開催も容易と.博覧会のマイ

ナス面を克服したものだと指摘している。

2.使用資料についての紹介

本論を述べるにあたり.使用する資料は表1

の通りである。表は各資料の特徴と内容を記し

たものである。

本研究の主軸となる資料は3点であり.他の

資料は主軸資料の補足として使用する。山辺里

織機業の全体については『山辺里織元小団長四

郎機工場沿革J(図 2)，r山辺里絹織物業沿
革J(図3)を参考に歴史的な動向を読み取り，
製織技術や博覧会への出品内容については『博

覧会出陳記J(図4)を参考に論じていく。

n.内国勧業博覧会に出品された山辺里織

本項より.博覧会へ出品した山辺里織につい

て論じていく。また.山辺里織の歴史と博覧会

の変遷を考感し第一回から第二囲内国勧業博

覧会までを初期，第三聞から第四囲内国勧業博

覧会までを中期.第五囲内国勧業博覧会を最盛

期と時代区分をする。また，山辺里織が博覧会

や各種共進会へ出品した記録は表2に示す。

1.織物の出品数と技術の変遷ー初期

山辺里織機業が博覧会に最初に出品した記録

は， r山辺里織元小団長四郎機工場沿革jと
『山辺里絹織物業沿革jに番かれている。同舎

によると明治11(1878)年に京都博覧会に出品

し賞状をもらう.との記述が残されているが，

f博覧会出陳記jに京都博覧会に出品した裂は

残っていないため.製織技術を検討・考察する

には困難を極める。『山辺里絹織物業沿革jの

中には.翌年明治12(1879)年から14(1881) 

年まで山辺里織機業の商売は好調となった，と

記録があり.第一囲内国勧業博覧会賞状受領の

影響であろうかと推察できるo 同舎には明治14

(1881)年に第二囲内国勧業博覧会心に出品し，

褒状を得る.との記録が残されており， r博覧
会出陳記jにも記録とともに裂が貼られている。

そのため，以下より明治14年第二囲内国勧業博

覧会以降興った博覧会と山辺里織について述べ

る。

f博覧会出陳記jによると.山辺里織の第二

囲内国勧業博覧会出品総数は16点.うち，冬袴

地本練平が4点 (11円40銭から12円)，夏袴地

精好平が4点(売価8円6銭から 9円22銭)， 

半練平暑寒袴地が4点(売価5円62銭から 6円

50銭)，精好平夏袴地4点 (4円60銭から 5円

20銭)，精好平子供夏袴地が4点 (3円)。同資

料によると，受賞したのは半練平袴地で， 5等

賞であった。

種類別に織の特徴を見ると.ほとんどの袴地

において緯糸を2本用いていないが，夏袴地精

好平は一部の袴地において2本の緯糸を使用し

ている。出品された袴地の各種は.製織する際

の織密度も均一であり.縞の模様も地の部分と

同じだけの割合の糸を使用しているo (図5，

6)博覧会での賞牌授与の影響であろうか，第

二囲内国勧業博覧会後の明治16(1883)年，山

辺里織機業は白木屋との取引を開始した。

次に山辺里織が出品されたのは明治17

(1884)年， 18年に岩手県勧業博覧会と鹿児島

県勧業博覧会，東京上野繭糸織物漆器五品共進

会である。岩手県勧業博覧会では3等賞を.五

品共進会では5等賞銀杯一筒を受けた。山辺里

織機業が地方で行う共進会に出品するのはこれ

が初めてであった。明治10年代は経済の変動が

激しく，特に明治16，17年は国内中が不況に苦

しんだ。山辺里織機業も例外ではなく.注文が

ない時期であった。それにも関わらず，共進会

へ出品。得た賞牌は大きなものとは言えないが.

機業を継続するための活力を高めることができ

たのではないだろうか。
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表 1 1史川資料一覧

資料名 所.先 資科形態 著者 内容

l明治16年前後に編集.明治17年に行われた鹿児島県勧業縛覧会への出品の
三代小回長四郎|

|ために記したもの。製品の出品数や当時の工場面積、生産高、駿工数などが記
手書きの文書|が犯したものと推|

澗 |録されている。他の資料と比較し上記沿革の整合性を図る上で貴重な文書で
Fある。提出した書類の下書きあるいは写しと推測できる。

第四回内国勧業博覧会への出品のために新潟県知事宛に記したもの。当時の
三代小田長四郎1生産高、沿革などが記されている。これまでの博覧会提出のための書類には珍

手書きの文書|が犯したものと推]し〈、審査要点が記してあり、当時の山辺里織の特徴とセールスポイントが書か
測 |れているため、設術的な動向を知る上で貴重な文書である.提出した書類の下

一一一一 審きあるいは写しと推測できる.明治27年前後の記述。
一

三代小国長四郎第五囲内国勧業i尊覧会への出品のために記したもの.明治34年前後の記述。
手書きの文書が促したものと推小団長四郎援工場の当時の生産高や駿エ定則、使用機、沿革など、記録は多

一一一刻 岐に渡っている。提出した書類の下書きあるいは写しと1闘できゑL一一一ー
三代小図長四郎

他のi専賀会出品資料と同じく、当時の生産高や駿工定則、使用後、沿革などが
手書きの文書|が記したものとm

測 |記されている。提出した書類の下書きあるいは写しと推測できる。

;明治39年前後の記録。申込のための製造品の程類と通し番号、工場の所在地
三代小図長四郎!と申込のための最小限の鰍であり、『明治四拾鞠国賊待覧会第三部解

手書きの文書|が記したものと推i
測 |説書』の出品品目との箆合性を図る上で有意な資料である。提出した書類の下

|書きあるいは写しとiE測.
， 18.月治40年1月1日から同年大晦日まで犯してある.日誌に入る前に明治39年時

1点での顧客情報、明治40年の1年間の予定が記されている。以降、日 の々臼誌
巴が記されているが、記述のない日もある。1月5日付の日誌には三越呉服底から

三代小図長四郎
手書きの文書 の拝電の内容、米宙セントルイス万国侍覧会への出品結果、銀賞を受けた、と

が配したもの
の記述がある。1専貰会出品解説書などの公の文書とは違い、三代小田長四郎
の私的な記述であるため、非常に生々 しい内容となっている。また、文字の容が
かなりあるため、解説が困Hな文書の一つである。
明治11年第一回内国勧業博覧会から昭和11年11月30日の貿易品求評会まで
の裂が添付されている資料。出品物の番号lまf番附jと記してあるが、本来の番
付の意味ではなく、通し番号として使用されている。貧を獲得した際はその記録
があり、裂にも製造者名が記されている。さらには明治時代の皇太子殿下への
献上符地裂も添付されており、当時の妓術の最高値をこの資料から見ることが
できる。本研究の製織技術の動向を知る上で各時代の裂が添付してある資料
はこれまでの調査及び先行研究を見る限り皆無。山辺里織後業の-&寺代では
なく全体を網羅し、博覧会への出品という記録に特化している点で非常に貴重
な資料である。

寛政末年より昭和3年までの飽録の資料。昭和3年前後に編集したものと推測。
山辺里銭機業の分家の側からの記述。代々 小田長四郎を中心に機業の沿革を
まとめたものである。内容は、初代小田長四郎が山辺里総機業を築き上げた経
緯。以降、妓路、製造織物の沿革と不況の時代の対応策、|尊覧会への出品や
褒状の内容などである。五代小国長四邸が指織をとった途中の時代で記述は
終わっている。更にこの文書には、二代小田長四郎の二男、小田助作がサペリ
製造を行う経緯も記されている。本研究全体の主軸となる貴重な資料である。

|寛政末年から昭和39年までの記録の資料。昭和40年頃編集したものと推測。
山辺里S最後業の本家の倒からの記述。織物集成立の経緯と初期の技術伝憶
の記践がある。その肉容は、『山辺里織元小図長四邸機工犠沿革』とやや閉じ
肉容も含まれている。情成は沿革ノ一、沿革ノニの二部情成。沿革ノーでは、寛
政末年から昭和18年までの記録があり、『山辺呈緩元小田長四郎機工場沿革』
とは別の記録であるため、本家の全体的な動向がわかる唯一の資料である。沿
l.ノこでは、『山辺里織元小田長四邸機工場沿革』と匡史的な動向、記述はほ
ぼ同じ肉容であるが、『山辺塁線元小田長四郎後工場沿革』では分家・小団長
四郎の具体的な山辺里総iIl業への尽力した況述があるのに対し、『山辺皇絹
織物業沿革』は、あくまで本家も機業の経営に関わっていたことが記されてい
る。このことから、小国家の一家総動員で機業を成り立たせていた織が見受け
られる。上記資料と同じく、本研究全体の主軸となる貴重な資料である。

『明治姶七年 |村上
鹿児島県勧業博覧会出品解説書JI郷土資料館

村上
『第四回内国勧業博覧会出品願』

郷土資料館

Ir第五回
肉箇勧寒博覧会出品解説書』

村上
郷土資料館

『明治四拾年 |村上
ft国京減|尊覧会第三部解説書JI郷土資料館

『京城1尊覧会出品申込書』 村上
郷土資料館

:f明治四拾年度
三代小図長四郎日誌』

rt尊覧会出陳!i!J 舗

-Lア
Ir山辺塁線元
小田長四郎被工場沿革』

新潟県立
文書館

手書きの文書著者不鮮

If山辺塁絹織物象沿革』 小図家(本家)1手書きの文書著者不u
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表2 山辺単線|事覧会出品11;ぷ

元号年月 得覧会名 出回目
白岡AA

受賞t品l銘柄件 受賞}、るもの)
蔭京

|半銭平袴地
賞状

夏袴地

備考

京都1尊覧会 持地各種

E囲内国勧業博覧会一-EiJ 
12主 2月間哩豆会 一一 制各種 盟牌

特好平夏袴地 ' 
17年 鹿児島県勧業|尊覧会 半練平暑寒袴地

|本線平冬袴地

I 11B年 6月 東京上野繭糸織物漆器五品共進会 |袴地各種

1 123年 7月 第三囲内国勧業博覧会 i袴地各種
一 一一ー
ト 昨日 富士市盟主主一 一一一 世鍾
1 ，(2B年>17月 |第四囲内国勧業博覧会 |袴地各種

1 129年 7月第一回五二回
I :30年 団lJ設二十五年記念|専覧会

帥
附

九
牌二

A
Z

一党H2

符
H

?A
Z
-

-

せ

守

写

2
E
um
-

-
名
一金
一

-

h
u
 
i
 

平

袴

紹

手

経

綾

11月中部六県政合織物共進会 袴地各種 聖明平袴池 一等賞金牌 優秀であったため、表彰状を受ける。

15年 9月 第一田中部六県勝合織物共進会 袴i色各種 綾平袴i色 一等賞金牌

昭和2年
91月lFl 第国三産緩田中部六祭勝合織物共進会

袴地各種 聖明平袴 一等賞金牌

輿染織工業1尊覧会 洋服袖裏i色 洋服袖袈i色 優良国産品
3年 5月 第四田中部六県勝合織物共進会 待i色各種 綾平袴i色 優等賞

5月 大穂記念国産振興東京1専覧会 袴i色各種 洋服袖裏地 直良国産自牌

5月 東北産業博覧会 袴i1!J各種 経紹平袴i由 金牌

同会顧問名古屋税務監督局長より品質
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2.織物の出品数と技術の変遷一中期

明治23(1890)年，第三囲内国勧業博覧会が

開催された。『博覧会出陳記jによると.山辺

里織の出品総数は26点。冬袴地本線平が5点，

半練平暑寒袴地が5点，精好平夏袴地が4点，

保登織が4点.精組夏洋織地が4点.洋服裏地

が4点。『博覧会出陳記jには第三囲内国勧業

博覧会の出品した裂は添付されてなく.製織技

術を検討することは困難である。だが.他の資

料で検討を行うと.既に明治17年の共進会より

緯糸が2本入ったものが主力製品として出品。

第三囲内国勧業博覧会の出品製品も独自の技術

製品が主力のものであったと推測できるo

第三囲内国勧業博覧会と時を同じくして，山

辺里織機業は販路を拡張することができた。そ

のため，製品品質の安定保持と.新製品を作り

だすことに関してはこの時代から飛騨的に変化

する。加えて.意匠の種類も各段に増えた(図

7参考資料)。それまでは縞の模様と地の割合

は均一であったが，縞の模様に縦糸の割合を増

やし袴を着用した際.模様が美しく出るよう

な配色を施している。

明治28(1895)年に第四囲内国勧業博覧会が

開催。この博覧会からは出品物を精選すること

とした。ある程度の基準に達していない出品物

には出品拒否を行い.ハードルを高めたのであ

る。第四囲内国博に出品した山辺里織は.有効

3等賞を受賞した。 f博覧会出陳記jによると

出品した総数は3種50具。もっとも多い種は本

線平袴地で30反，次いで半練平暑寒袴地18反.

精好袴地2反。織の検討を行うと.これまでと

同様，独自の製織技術の袴地と，緯糸が1本の

みの袴地を出品していたことがわかった。

3.織物の出品数と技術の変遷一最盛期

明治36(1903)年に聞かれた第五囲内国勧業

博覧会に山辺里織は出品され. 2等賞牌を授与。

『博覧会出陳記Jを基に資料を検討すると，出
品数は本練平袴地が20点(売価13円10銭から16

円80銭・).婦人袴2点(売価13円10銭と13円20

銭).半練平が10点(売価11円から16円10銭). 

半練中柄が8点(売価5円20銭から 6円90銭). 

総計40反出品と.これまでに最も多く出品をし

た。売却した品も多く.本練平は17反，反練中

柄は1反，総数18反232円50銭を売り上げた。明

治35年の山辺里織機業の 1年間総売上は92.

174円86銭であった。博覧会での売上額に関し

ては1年間の総売上から見ると多くないが.博

覧会へ出品し.売却したという点が注目できる。

製品の製織技術も第二囲内国勧業博覧会時よ

り各段に上がり.技術の高い仕上がりになって

いる(図8)。

4.織物の出品数と技術の変遷ー総括

以上が山辺里織の出品数と技術の変遷を各期

でまとめたものである。山辺里織が博覧会とい

う大きなイベントに出品する際には，必ず独自

性の製織技術を主力製品としていた。しかし

全ての製品に独自性が適用されていたわけでは

ない。この事実を考察すると.山辺里織の独自

技術は一部の職工にしか知られていなかったの

ではないだろうか。山辺里織の技術は.緯糸を

1段の中に2本入れ込むものである。一見単純

なように聞こえるが.考えうる全ての方法を試

みてもその復元は困難である。小田テル子氏に

よると，機を織る際に綜行の一番端，みみの部

分を一旦くくらせてからもう 1段入れ込む手法

であるのだが，細い絹糸で上記の技を行うには

機そのものを操作する方法か.手作業で行う方

法かの2種類に分けられ，熟練した腕前が必要

になる。後の時代に出てくる変わり模様の織物

もこの方法で製織することができ.独自性をふ

まえつつも応用の効く技術は高度な技から成り

立っている。そのため.上記技術は知的財産と

同じ扱いとして，一部の職工にしか教えられて

なかったのではないかと推察することができるo

次項より，独自の製織技術の特徴を検討し

考察を行うこととする。
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m.製織技術の特徴と審査に関する考察

1.製織技術の特徴

山辺里織の織元・小田テル子氏によると5)

緯糸を2本入れることで丈夫になることに加え

て.般になりにくいという。 r第五囲内国勧業
博覧会解説書J(村上郷土資料館蔵)と『第四
回内国勧業博覧会出品願J(村上郷土資料館
蔵)および『明治拾七年鹿児島県勧業博覧会j

(村上郷土資料館蔵)を参考に検討を行うと.

山辺里織の製織技術は.明治17年， 28年の技術

ともに染色材料や糸の使用方法などに変化は見

られない。内容も各出品解説書によって様々で

あるが.明治28年の第四囲内国勧業博覧会，明

治35年第五囲内国勧業博覧会の資料では山辺里

織の特徴として以下の記述がある。

審査要点

織物袴地組織上ニ付テ需要者ノ愛玩スルモノ

ニアリーハ表面ノ美ニ口取縞傑等ノ意匠ニシ

テ二ハ染織ノ耐抗ト組織法ニヨリテ賞用ノ持

久ニアリ普通ノ織物ハ概シテ縦糸量ニ比スル

ニ横糸ノ多量ヲ用ユルヲ常トス縦糸細ク横糸

太ク組織スル時ハ一見以テ織物ノ畝立宜シク

堅固ニ見ユルト口モ賞用ニ於テ持久ニ耐サル

ナリ…(中略)…袴地ノ如キハ縦糸ノ横糸ニ

増スルコト一割以上二割ノ多量ヲ以テス之レ

外見上ニ付他褒販ヲ家ルマタ数年然レ共屈折

スルナク一種特産トシテ改メズ

<r第四囲内国勧業博覧会出品願jより)

山辺里織の審査要点として，第一に意匠の美

しさを挙げ，第二に組織の堅牢さを挙げている。

同資料には続いて販路を年々拡張し， r賞用持
久ノ点ニ於テ特ニ審査ヲ請フ」と.審査で特に

評価してほしい「持久Jを記している。当時.

経糸の重量の1割から2割多く緯糸を入れ込む

ことによって耐久のある織物を作り出していた

ことが伺える内容である。

明治28年のこの文書と同様，明治35年の文書

には以下のように記されている。

織方ハ主トシテ実用耐久ヲ旨トシ縞傑配色ハ

高尚優美シ専ラトシ組織ス而メ実用耐久ノ要

素ハ縦糸ノ量横糸ノ量ヲ比シ一割以上弐曾j多

キ割合ニテ打込ヲ充分ニシ堅牢ニ組織シアル

ヲ以テ擦シ功レ毅付セサルコト大ニ客業者ヲ

賞賛スル所ナリ而メ縦糸ノ量横糸ノ畳ヨリ多

クシテ堅牢ニ製シ袴地ノ風合ヲ保タシタルハ

機業家ノ大工ニ困難トスル所ナレ口口年ノ研

究ヲ重子テ今ヤ自家特得長口トシテ需要大ニ

増加スルニ至レリ

cr第五囲内国勧業博覧会解説書jより)

明治35年時点、でも， r実用耐久」と「意匠の
良さJr組織は経糸よりも緯糸を多く打ちこん
でいるJことを示している。以上が当時の山辺
里織の特徴である。明治17年時点と比較して，

すでに28年時点で技術面での躍進が見られ.品

質の向上を博覧会審査委員にアピールしていた

ことが伺える。

これらの資料検討行うと，小田テル子氏の述

べた丈夫な織物である，ということが立証され

る。袴には耐久が不可欠であるため，通常時に

裂けたりしないよう製織する際均一な力で打ち

込みをする必要がある。さらに，この緯糸の割

合を調整することで重量を増すことができ.膝

ぬけを防ぐことができる。この独自技術によっ

て.山辺里織袴地は畝ができるほど綾密に織り

あげられ袴の用途を最大限に引き出されていた

のであろう。

2.審査評語から見る他の織物との比較

各博覧会に出品された山辺里織は.当初の審

査では高い評価とは言えないが，時代を経るご

とに高い評価.それに準じた賞を獲得するよう

になった。

国立国会図書館蔵『第二回明治十四年内国勧

業博覧会審査評語J(内国勧業博覧会事務局編)
によると.山辺里織の受賞作品は2種， r夏袴
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地製品」と「袴地製品」であった。審査官は伊

東惇.黒川真頼6) 井上省三7)，審査部長が河

瀬水治.審査副長に九鬼隆一8) 審査総長は佐

野常民9)であった。夏袴地製品の出品人は小田

宇平で，その評語は「其製完全ナラスト難モ能
す二ぷ

ク需用ニ適ス頗ル嘉ス可シJi完全なものとは

いえないがよいもので，需要に適するものであ

る」と.厳しいコメントではあるが今後蹄進す

る可能性を示唆している。袴地製品の出品人は

小団長四郎である。その評語は「組織良好ニシ

テ縞傑亦佳ナリ頗ル嘉ス可シJi組織は良く.

縞の僚もまたすぐれて良いJというコメントで
あるo 受賞を得ることはできたが.この段階で

は山辺里織がまだ他の袴地を完全に圧倒した製

品であるとはいえない。

第二囲内国勧業博覧会での審査評語は.商業

的観点、からではなく.なるべく多くの出品者に

賞を与える趣旨であった。そのため全体の出品

物に対し良い評価を下している。仙台平・五泉

平袴地も山辺里織同様この博覧会に出品。五泉

平と山辺里織は類似した評語内容だが.仙台平

に関しては絶賛している。既に長い歴史のある

仙台平は製織技術も完成し精好織袴地の代名

詞ともなり安定した品質であった。

しかし第三回内国勧業博覧会からは審査内

容も厳しくなった。その理由は，第一回.二回

の内国勧業博覧会を経ていくうち.褒賞の結果

によって参加者に利害10)を与えるようになっ

てきたためであるo 明治23年 (1890)年3月22

日には.実業者を代表し，渋沢栄ーが経験に富

む商業者を選抜し審査官に加えるように.と要

請。政府も渋沢の意見を取り入れ.第三囲内国

勧業博覧会は民聞から審査官を取り入れた。こ

のことによって，初めて内国博は商業的観点か

らの審査11)が行われた。そのため，正当に製

品の良し悪しを見ていくには第三囲内国勧業博

覧会からの審査が適した内容である。

この博覧会で山辺里織は.本練平袴地で褒貨

を受賞。平織綾織物の分類であった。審査主任

は平賀義美12) 審査官は阿部孝助13). 萩島信

吉14) 奥村佐右衛門.下城弥一郎15) 藤生佐吉

郎16)の6名が評価した。褒状の模写が f博覧

会出陳記jに記されているが.i賞牌ヲ佳ニシ

テ其用ニ適ス頗ル嘉ス可シJとの記述がある。
公的文書である国立国会図書館蔵 f第三囲内国

勧業博覧会審査報告J(p466)によると.山辺
里織の評価は以下のように記されている。

村上平ハ……(中略)外観美麗仙台平ヲ努環

タルノミナラス且価値低口ナルヲ以テ目下殆

ト従来ノ仙台平ヲ歴シ随テ販路モ漸ク拡張ス

ルニ至レリ

村上平は外観の美麗なること仙台平を努採と

させるに至っているのみならず，価格も安いた

め，従来の仙台平を抑え販路を拡張している.

という内容である。仙台平の袴地については

「他に匹敵すべき袴地はあると見えないJと脅
かれているが.続きに「そのため価格も高いた

め一般の需要に適さないJと評価が下されてい
る。

このことから.山辺里織への審査基準は.仙

台平よりも新興の袴地であるが良品であり.今

後伸びていくであろうと示唆できる。第三囲内

国博に出品した五泉平の審査評語は以下の通り

である。

五泉平ハ近来大ニ世ノ需要ヲ滅シ村上平ニ比

スレハ其阪路甚狭少ナリトス今回二者共ニ其

出品少カラスト難トモ只村上平ニ梢見ルヘキ

モノアルノミ五泉平ハ概シテ品質ノ割合ニ価

値貴キニ過キ到底需要ニ適スルモノト云フヘ

カラサルナリ

五泉平は近年大いに需要が滅り.村上平と比

較すれば販路も減少している。今回二者の出品

は少ないが村上平に見るべきものがあるのみで

ある。五泉平は一般的に言って品質の割に価格

が高いため，到底需要に適するものではない。

といった内容である。第二囲内国勧業博覧会の
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審査評語と上記第三回目の評語を比較しても.

細かくまた需要面・品質面の言及がなされてお

り.商業的観点からの評語であると考えられる。

後に行われた第四囲内国勧業博覧会の審査評

語で山辺里織は17)，r品質良好縞僚配色亦往々
見ルヘキモノアリ平素斯業ニ専精ナルノ致ス所

トスJr品質は良好で縞の配色もまた見るべき
ものがある.常日頃その仕事に精を出して励ん

だ結果であるjといった内容となっている。数

回の博覧会への参加によって，博覧会のあらま

しが山辺里織機業の中で明確になり.品質も意

匠も安定していたのであろう。

3.小田長四郎と審査委員

山辺里織物への評価が高まると，当然のこと

ながら機業への評価も高くなった。明治34年，

三代小田長四郎は新潟県染織連合会の会頭とな

った。同年8月の新潟県主催ー府十一県連合共

進会織物部の審査委員に選ばれた。年代は少し

戻るが.第三囲内国勧業博覧会では審査員補助

を命じられ京都へ60日間滞在。審査補助の業績

で銅牌を受けた。続く第四囲内国勧業博覧会に

も審査委員補助として銅牌を。さらに.第五囲

内国勧業博覧会で三代小団長四郎は審査委員と

なり.業績に対し銀杯一個を受けた。

第三囲内国勧業博覧会より.博覧会の審査委

員は， r審査官ハ事実上貴重ナル司法官J18)で
あると審査委員長の九鬼隆ーは述べた。審査委

員に選定される人間は日本各地の著名な機業場

の工場長など.第一線で指揮をとっていた人物

であるo 審査委員は博覧会で賞を授与すること

で日本の繊維製品の品質を決定付ける役割も果

たしていた。小団長四郎は他の織物の審査もで

きるよう機業の発展に尽力し.同時に山辺里織

物の価値を高めたため，重大な役割に就くこと

ができたのであろう。山辺里織は第三囲内国勧

業博覧会以降， 2等賞や銀牌， 1等賞・金牌な

ど上位の賞を獲得。明治23(1890)年以降は飛

躍的に成長した。特に明治39(1906)年11月に

行われた東京府外九県連合共進会以降，出品し

たほとんどの博覧会で1等賞や金牌を受賞。東

京府外九県連合共進会では.良商務大臣から小

田長四郎宛に功労賞銀牌が送られた。その文は，

夙ニ意ヲ機業ニ傾ケ殊ニ袴地井ニ洋服裏地ノ

改良ヲ図リ研磨多年品位大ニ進ミ販路益々加

リ以テ山辺里織ノ名声ヲ博スルニ至ル其功績

称揚スヘシ仰護ニ之ヲ賞ス

機業と袴地・洋服裏地の生産や改良を図り，

年を追うごとに品質も良くなり.また販路も大

きく拡張したことに対して賞した内容である。

この時期，農商務相は現在の経済産業省と農林

水産省の役割を果たし毎年功労賞などの賞を

個人や団体に出している。審査委員として選定

され，それに併せて以上のような賞を獲得する

ことは当時日本の機業にとって大変名誉なこと

であった。

W.山辺里織にとっての博覧会

これまでに審査評語や製織技術の検討，さら

には工場長である三代小田長四郎の審査官とな

る経緯を述べてきた。そもそも，山辺里織にと

って博覧会とはどのような場であったのだろう

か。

1.山辺里織の品質を証明する場としての博覧
A 
A 

山辺里織は第二囲内国勧業博覧会で受賞した

ことを筆頭に.以後すべての博覧会において賞

を得た。本文中にも述べたように.第二囲内国

勧業博覧会はなるべく多くの人間に賞を与える.

という趣旨であった。第三回からは審査基準も

細かくなり.商業的観点からの賞牌授与という

点で.画期的な博覧会であった。第三囲内国勧

業博覧会の審査評語を他の出品物に関する評語

と比較すると.山辺里織が絶賛された内容であ

ることが見てとれる。他の織物に関しては伝

統・価格・需要面などを総合評価しても総てに

おいて絶賛された内容ではない。

oo 
au 
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拡大しようと励んでいた。博覧会が商売に与え

る影響は大きかった。全体が活気に沸く中で.

山辺里織は評価を落とさず良品を作りだし数

多くの賞を受賞できたことは特筆すべきことで

あろう。製織技術を高く上げ，規模・販路を拡

大した山辺里織は認知度を更に上げるよう雑誌

広告等を用いて機業を宣伝(図9)。また，明

治40(1907)年.三代小団長四郎の日誌による

と受賞結果の葉容を顧客に郵送するなど(図

10).博覧会による結果が売上を左右させてい

るのも周知の事実として.更に品質や生産高を

上げ，機業として，村上における一つの産業と

して発展させようとしたのではないだろうか。

v.結論

中では，品質を証明することで売上げが約束さ

れる。品質を認定させるためには，多くの場で

競い合うような博覧会や共進会などが最も近道

であった。それまでは「伝統」を出すことによ

って製品を売っていた生産者も.従来のように

はいかなくなり.価値を製品そのものに見出す

ようになった。人々の商業への関心は博覧会に

よって具現化され，また商業者もそれを見抜き.

博覧会が持つ重要性を明瞭にした。そのような

状況の中で.山辺里織は明確に博覧会が持つ機

能について認識していたのであろう。

吉田(1970)の研究では，博覧会は富国強兵

を促すものである， と述べ，圏 (2005)の研究

では博覧会は国とともに発展するものである，

と述べた。いずれも新たな時代となった明治時

第二囲内国勧業博覧会から明治期における博 代の風潮にふさわしいものである。この二者の

覧会と一部共進会について論じてきた。山辺里 考えを山辺里織の観点で見るならば，山辺里織

織にとって博覧会とは.品質を証明させるうえ は明治時代の国の発展のためにー織物として充

で利用できるものであり.また広告の効果を持 分その機能を担えるほどの製品だったのではな

つものであった。図9の広告には，博覧会での いだろうか。

褒賞結果を示す記述が見られ.さらに.r山辺
里絹織物業沿革J.r山辺里織元小田長四郎機工 総括と今後の課題
場沿革jでは.明治・大正期の記述は博覧会が

主な内容として記されている。山辺里織機業は

博覧会を大きなイベントとして捉えていたこと

が伺える結果である。

山辺里織は江戸時代に.自力で販路を拡張す

るため多くの土地を回った。しかし当時は家

内産業であったため生産能力が低く，加えて.

卸売業者も山辺里織の品質を認めていたとは言

い難い。明治5年には東京へ販路を拡大し，ょ

うやく山辺里織にも新たな顧客がつき徐々に生

産量や売り上げも上向きになってきた。そのよ

うな時期に博覧会が催され.積極的に製品を出

品。博覧会が当時の日本国民へ与えた影響は大

きく，受ける評価を山辺里織も申し分なく利用

し，新たな顧客獲得に繋がる結果を得ることが

できた。

明治時代は経済の助きも不安定であり，好況

や不況を繰り返していた。不安定な経済状況の

多くの博覧会研究がなされている昨今.この

ように一つの織物，とりわけ一地域で発生した

ものを扱う研究はそう多くないであろう。

ひとつの織物に焦点を当て博覧会を見た時に.

伝えられている時代背景や基準は本当に信じて

良いものであるのか.考察すべき点は山のよう

にある。

これまでの博覧会研究では史学や美術史など

の視点で論じられてきたものが多く.全体のあ

らましを述べることに重点が置かれていた。近

年，出品物の動向を検討するものや.貨を獲得

した製品についての考察が一つの研究として主

流となってきたが，作り手側の意図を踏まえた

研究は極めて少ない。そのため.今後.一研究

のー視点として.作り手側から見た博覧会の研

究が必要となることをここで提言したい。

また.冒頭でも述べたように.山辺里織と博

覧会に関する研究はこれまでに皆無である。山
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山辺里織と明治期勧業博覧会

辺里織の博覧会研究がこれで全てであるとは言

うことはできないが，今後の資料調査によって

さらに密度の高い研究ができるo そのため.今

後も資料調査とともにこの織物の歴史を明らか

にし再考を行うことを今後の課題としむす

びにかえることとする。

註

1) 前稿(共立女子短期大事生活科学科紀要第54

号)では.山辺里織は宮城県で延宝年間(1673

-1681)より織られている袴地.仙台平と.新

潟県五泉市で寛保2(1742)年より織られてい

た袴地・五泉平と関連があることを論じた。さ

らに. 111辺里織は明治34年から昭和2年までの

聞に.五泉平に影響を与えたことを発見。前稿

ではこの三者を比較・検討。山辺里織の全貌と

その独自性を明らかにした。

2) 山辺里織の名称、は.r村上縞・村上平(江戸
時代~明治初期)J. r山辺里織(明治9年--)
等.時代によって変遷したが(前稿参照).本

稿では時代に関係なく袴地を示すものとして

「山辺里織」の表記を用いる。ただし洋服裏

地については「サベリJと表記する。

3) このような全国的な調査は府県物産志が初め

てではなく.既に江戸時代にもされていた。編

纂の意図は府県物産志とは異なるが.上方(京

阪地方)視点で集計されてものなど，それぞれ

の資料によって特徴が異なる。江戸時代は圏内

産物の編纂が盛んであった背景もあり.明治時

代に入ると前近代の調査を基礎としながらも総

ての全国的資料を欠いていた事実を受け止め，

明治政府は改めて全国統計をとることとした。

もっともこの統計は今後の日本の経済政策を図

る上で事実上必要なものであった。人口・土

地・物産などの統計は.全てこの時期に始まる

ことになる。明治維新以後.蚕種・生糸の輸出

が欧州の不足に対して増加したため.圏内統計

を諸外国からの問い合わせに応じることが必要

とされた。明治5年を期限とし.各府県に提出

を要求したのであった。

4) 園 (2∞5)によると.第二回内国勧業博覧会
は.明治14年3月1日から6月30日まで.東京

上野公闘で開催された。出品数.入場者数.ほ

とんどの分野で明治10(1877)年の第一囲内国

博の規模を凌ぐ結果となった。第二回内国勧業

博覧会を見に行くために多くの人々が東京へ向

かい.社会現象となった。それほどまでに内国

博が人々に与える期待は大きかったのである。

山辺里織は第二囲内国勧業博覧会に出品され.

褒状を得た。第二回内国博覧会の順位付けは名

替・進歩・妙技・有功・協賛・褒状の順に賞を

設置した。最高位を名脊賞と位置付け.各賞に

明確な基準が設けられた。受賞者は4千人ほど

で.全体の 1割余りが受賞した結果であった。

5) 平成22年調査時に発言。

6) 明治2年(1969年)に大学少助教に任じられ

て以降.文部省・元老院・内務省・農商務省な

どに籍を世き.n苦梨J. r纂輯御系図J(横山由
清と共編)・『大日本島史jなどの編纂に参与す

る。正倉院御物整理.帝室博物館学芸員など歴

任。

7) 明治時代の技術者。官営洋式毛織物工場長。

8) 文部省に出仕し文部少輔(現在の文部省事

務次官)。

9) 佐賀藩の事務官長としてパリ万博に派遣。後

の博覧会行政の中心を担っていた。博覧会参加

の目的を国威発揚.西洋の調査.技術伝習.貿

易拡大，日本の広告と掲げた。

10) 褒賞はその商品への付加価値を示すものであ

り.商品の売り上げを大きく左右するものとな

った。そのため.出品者たちにとって意にそぐ

わない結果となることで訴訟する事例も出てき

た。もっとも.第二囲内国勧業博覧会までの審

査官は官庁にいる.役人が審査をしていた。そ

のため.製品の良し悪しなどは商業的観点では

なく.暖昧な基準であった。役人が審査するこ

とによって大久保利通の推奨してきた.rなる
べく多くの人間に貨を与えるJという姿勢がす

ぐに行きとどく環境であったのだが.出品者に

とっては重大な問題であった。
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11) 固 (2∞5.p118)によると.第三囲内国勧
業博覧会での審査評語は第二回のそれより各段

に進歩し細かくなった.と述べ.初めて製品

を採点し点数化したという。

12) 科学染科による染色法を修学。東京職工学校

(東京工業大学)東京大学教授.良商務省技師

となる。後に大阪商品陳列所所長.大阪織物会

社を設立。

13) 商家出身。東京毛糸紡績会社。

14) 第三代八王子織物組合長。八王子織物の推進

者。

15) 明治期の群馬県伊勢崎の有力織元.買継商，

織物同業組合長。

16) 桐生市藤生佐吉郎工場の工場長。

17) 国立国会図書館蔵『第四囲内国勧業博覧会受

賞人名録j。

18) 園雄行『博覧会の時代 明治政府の博覧会政

策Jp1l8より。
19) r第五囲内国勧業博覧会解説書J(村上郷土資
科館蔵)と『第四囲内国勧業博覧会出品願j

(村上郷土資料館蔵)r明治17年鹿児島県勧業博
覧会J(村上郷土資料館蔵)には.職工数から

産出高まで詳細な記述がある。先資料を基に述

べると.製造の種類は明治17年より28年の方が

多く.初期の頃に織り出されていた織物を継続

して織っていたことが見受けられる。明治35年

になると.機業の収入の大部分が袴地や洋服裏

地等にシフトした。生産品種は少ないが.産出

高や販路などを見ても拡大している様が伺える

結果である。

参考資料

f山辺里絹織物業沿革J(小田家蔵)

f山辺里織元小団長四郎機工場沿革j

(村上郷土資料館蔵)

『明治拾七年鹿児島県勧業博覧会出品解説書j

(村上郷土資料館蔵)

f第四囲内国勧業博覧会出品願j

(村上郷土資料館蔵)

『第五囲内国勧業博覧会出品解説書j

(村上郷土資料館蔵)

『京城博覧会出品申込書J(村上郷土資料館蔵)

f明治四拾年韓国京城博覧会第三部解説書j

(村上郷土資料館蔵)

f博覧会出陳記J(村上郷土資料館蔵)

『明治四拾年度三代小田長四郎日誌j

(村上郷土資料館蔵)

『府県物産志J(国立公文書館蔵)

『第二回(明治十四年)内国勧業博覧会審査評

語j

(国立国会図書館近代デジタルライプラリ)

『第三囲内国勧業博覧会群馬県出品人名録j

(国立国会図書館近代デジタルライブラリ)

『第三囲内国勧業博覧会審査報告j

(国立国会図書館近代デジタルライブラリ)

『第三囲内国勧業博覧会審査報告摘要J(国立国会

図書館近代デジタルライプラリ)

『第四囲内国勧業博覧会出品部類目録j

(国立国会図書館近代デジタルライブラリ)

『第四囲内国勧業博覧会授賞人名録j

(国立国会図書館近代デジタルライブラリ)

『第四囲内国勧業博覧会審査概況j

(国立国会図書館近代デジタルライプラリ)

『第四囲内国勧業博覧会授賞人名録j

(国立国会図書館近代デジタルライブラリ)

『第五囲内国勧業博覧会出品解説書j

(国立国会図書館近代デジタルライブラリ)

『第五囲内国勧業博覧会出品審査概況j

(国立国会図書館近代デジタルライブラリ)

f第五囲内国勧業博覧会審査報告j

(国立国会図書館近代デジタルライプラリ)

『第五囲内国勧業博覧会事務報告』

(国立国会図書館近代デジタルライプラリ)

参考文献

吉田光邦『万国博覧会技術文明的にJ(昭和45

(1970)年 1月20日第1刷， 日本放送出版協会)

角山幸洋『日本染織発逮史J(昭和51(1976)年3

月10日第4刷.田畑書庖)

吉田光邦編『万国博覧会の研究J(昭和61
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山辺里織と明治期勧業博覧会

(1986)年2月25日，思文聞出版)

角山幸洋『府県物産志影印と研究J(平成9

(1997)年3月.関西大学経済・政治研究所)

園雄行『博覧会の時代 明治政府の博覧会政策j

(平成17(2∞5)年5月，岩田番院)
伊藤真実子『明治日本と万国博覧会J(平成20

(2008)年6月1日，吉川弘文館)

調査目

村上郷土資料館

平成20年2月・ 5月・ 8月

平成21年5月

平成22年8月

平成23年9月

小田家

平成21年6月

平成22年4月

平成23年9月

謝辞

大場喜代司

大庭康裕

小田テル子

北野裕子

徳田誠志

野田明

平林直己

村上郷土資料館
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山辺'I!.織と191治JUJ勧業11，7.覧会

図5 第二liill̂1戸|勧業博覧会/JI，ri， 冬袴地本線平 n事覧会出陳記j 村 i二郷土資科f!ii磁

図6 ~二阿内 l可勧業時覧会 11 \ ，\，'， II怖1也事1i好平 n'，~覧会 11\ 位!l記j 村 1'.郷土資料館総
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図7 参考資科 IYJm24il~本線平袴地 『ぷ・l‘l御注文記j村仁郷 iニ¥"i科目抗政

図8 m五回内問勧業時覧会111，日 本斜!予 『博覧会Il¥隙記j村ヒ郷土資料館蔵
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